
　就職活動で経験することは、多くの学生にとって見るこ

と聴くこと、初めてのことばかりです。世の中にはどんな会

社があり、どのような仕事があるのか。働くということはどう

いうことなのか。自分にはどんな仕事が向いているのか……。

知らなかったことが、少しずつわかるようになる。自信がつ

いてくる一方で、まざまざと「現実を思い知らされる」ことも

多いものです。 

　就職活動を進めていく中で、嫌でも現実と向き合わされ

る学生たち。「挫折」や「躓き」といった感情を抱く学生も

少なくないようです。しかし、躓いたからといって、そこで立

ち止まったままでいるわけにはいきません。躓いた学生を励

まし、再び自分の目指す道をしっかりと歩んでいけるよう背

中を押してあげるのが、私たち大学と、そして保護者の皆

さんの大きな役割です。 

　秋、３年生は本格的な就職活動へと足を踏み入れます。

「躓いても、また前へ」。小さな躓きを嘆き続けるのではなく、

それを大切な人生の経験に変えられるよう、私たちも保護

者の皆さんとともに学生を支えていきたいと思っています。 
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躓きを、人生のかけがえのない経験に。 

「P.S. 就活中」では、保護者の声を反映させた誌面づくりを心掛けていきたいと考えています。就職キャリア開発機構（担

当事務局・キャリア開発課）では、「こんなことが知りたい」「こういう記事を読みたい」というご要望・ご感想のほか、「こうい

う悩みを抱えている」「こんな時はどうしたらいいのか」というご相談もどしどしＥメール又はお電話・ＦＡＸでお寄せください。 

保護者のみなさんのご意見・ご感想・ご相談をお寄せください。 

E-MAIL：career@ml.n-fukushi.ac.jp TEL：0569-87-2321 FAX：0569-87-2273
※電話での対応は、平日は10時～18時30分まで、土曜日は10時～17時の間で受け付けています。 
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日本福祉大学では、学生の就職状況や就職活動に対する活動経過をご報告する場

として、７月から全国各地で「父母懇談会」を開催しています。また、父母懇談会では、

本学教職員が個別でご相談やご質問をお受けする「個別相談」の時間も設けており、

数多くの相談や質問が私たちにも寄せられています。以下は、その一例です。 

 

【父母懇談会における保護者からの相談内容の一例】 

○地元県内の就職状況、地域就職先状況などを教えてほしい。 

○子どもが児童障がい者施設への就職を希望しているが、今やっておくと良いことは？ 

○公務員対策について、最近の動向や個人的に行うべきことについて教えてほしい。 

○就職活動のスタート時期、させ方、調査方法など、具体的に教えてもらいたい。 

○資格を取得するのと、しないのとでは、どのくらい就職に影響がでるのか。 

○就職状況と学校側の対応がどうなっているのかを聞きたい。 

○公務員試験に落ちた場合、その後に就職活動をしても間に合うものなのか。 

 

いまだ厳しい就職状況が続く中、保護者の方も多大な心配を抱えていらっしゃるはず

です。大学と保護者が悩みや問題を共有し、ひとつでも多くの不安を解消していくこと

が、学生の就職活動を支える原動力になると考えています。ぜひ、お時間が許す限り、

一人でも多くの保護者の方にご参加いただければと思います。 

今年も全国で「父母懇談会」を開催します。 

ご相談やご質問をお待ちしております。 

●父母懇談会の日程・詳細は、当大学後援会ホームページでご確認ください。 

 

 

●参加お申込みは、５月に封書でお送りさせていただいておりますが、 

　後援会ホームページからもお申込みいただけます。 

http://www.netnfu.ne.jp/kouen/

http://www.netnfu.ne.jp/kouen/event/

※写真は、今年の「24時間テレビ・愛は地球を救う」で本学の学生がド

ミノ倒しに挑戦した時の模様です。 


